
 

 

松江市登録歴史的建造物 第１号 

出出雲雲ビビルル  

◆建築年代：明治後期 

◆構造：木造 2 階建 

■概要 

 この建物は港の入口にあたる美保関集

落の東側に位置し、2 階からは美保湾が眺

望でき、かつて北前船が入津した際には見

張り所として、また水夫達をもてなす宴会

場としても使用されたと言われています。 

 

 嘉永 7 年（1854）の「三保関
みほのせき

御宿割帳
おやどわりちょう

」

に船宿であった濱中屋の名称があり、明治

32 年（1870）の「美保関
みほのせき

家並図
いえなみず

」で、現

在の場所にあったことが伺えます。 

 

北前船などの廻船の船宿であった濱中

屋の面影を残すとともに、桟瓦や板壁を使

用し、出桁や持ち送り梁といった美保関の

町家の特徴をもつ、日本海沿いの海運の拠

点であった美保関の歴史を語る上で貴重

な建物です。 

白白白潟潟潟本本本町町町 333333 番番番地地地   

① 

南面外観 正面外観 

近世からの敷地割の名残のためか、間口が狭く奥

行が長いつくりです。 

◆建築年代：大正 14 年  

◆構造：鉄筋コンクリート造地上４階建地下１階 

■概要 

 出雲ﾋﾞﾙは、出雲益良氏がイギリス遊学の際にロンド

ンで見たデパートを松江にも建てたいとの想いから、

大正 14 年に「出雲ストア」として建築したものです。 

 設計者は、「興風会館(千葉県)」や「旧細川侯爵邸(東

京都)」などの設計に携わり、全国的にも活躍した建築

家の大森茂氏です。 

 

 外観は、建築当時のものが多く残っており、外壁は

コンクリート研ぎ出しで石材風に加工が施されていま

す。また、壁面のレリーフや縦長の窓、逆読みの表記

になっている「出雲ビル」の看板などが相まって、建

物の個性を際立たせています。 

 

 内部は、階段など改修されている箇所もありますが、

丸形の柱や天井の意匠など当初の様子を色濃く残して

おり、モザイクタイルや石材等を使用し、外観に見合

った細工となっています。 

 松江で最初期の鉄筋コンクリート造建築と考えら

れ、地域の歴史的景観の核となるとともに、商業のま

ちとして発展してきた白潟地区の歴史を語る上でも貴

重な建物です。 

右から読む「いづビル」、「出雲ﾋﾞﾙ」の看板が歴

史を感じさせます。 
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